
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
浴槽の湯水を循環させて追い焚きを行う循環ポンプ組み込みの追い焚き循環通路と、給湯
熱交換器の出側に接続される給湯通路とが注湯通路を介して接続され、注湯通路には、注
湯制御弁と、該注湯制御弁よりも下流側の縁切り弁とが設けられ、縁切り弁の下方側には
前記注湯制御弁の開閉時に排水される水を収容する排水タンクが設けられ、この排水タン
クには該排水タンクに収容される水の水位がオーバーフロー水位を越えたときに、この水
を排水タンクから排出するための溢れ水排出通路が設けられており、また、排水タンクは
前記循環ポンプの上流側位置において追い焚き循環通路に縁切り排水弁組み込みの排水通
路を介して接続され、追い焚き循環通路の浴槽戻り口からこの排水通路の通路接続部に至
る浴槽側循環通路と、前記排水通路とを前記通路接続部から循環ポンプに至るポンプ側循
環通路へ選択的に切り換える通路切り換え手段が設けられており、ホッパー排水制御モー
ドの動作指令によって、ポンプ側循環通路を排水通路に切り換え、縁切り排水弁を開け、
循環ポンプを起動して、排水タンク内の水を追い焚き循環路を順方向に通して浴槽に排出
するホッパー排水動作の制御部を備えたホッパー装置付自動風呂器具において、前記ホッ
パー排水制御モードの動作は、前記注湯制御弁を開いて給湯熱交換器の湯を前記注湯通路
から追い焚き循環通路を通して浴槽への湯張りを行う湯張りの運転の終了時と、前記排水
タンクの水位が予め定めた上限水位レベルに達したときとの少なくとも一方時にホッパー
排水制御モードの動作指令によって行われる構成と成し、前記ホッパー排水制御モードの
動作指令によって行われる前記ホッパー排水動作の終了後に注湯制御弁を開け、前記給湯
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熱交換器の出側から出湯される湯水を前記注湯通路を介して追い焚き循環通路に通して浴
槽に注湯することにより、前記ホッパー排水動作時に前記追い焚き循環通路内に混入した
空気を浴槽側に吐き出して該追い焚き循環通路内の空気を除去するエア抜き動作制御部を
設けたことを特徴とするホッパー装置付自動風呂器具。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【産業上の利用分野】
本発明は、風呂の追い焚きと、給湯と、自動湯張りの各機能を備えたホッパー装置付自動
風呂器具に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
図５には、従来の一般的なホッパー装置付自動風呂器具としての自動風呂釜のシステム構
成が示されている。この種の自動風呂釜は、追い焚き機構１と、給湯機構２と、ホッパー
装置３とを備えている。
【０００３】
追い焚き機構１は、浴槽４の側壁に循環金具を介して接続される追い焚き循環通路５ 備
えており、この追い焚き循環通路５には、浴槽４内の湯水を循環駆動する循環ポンプ６と
、循環湯水を加熱して追い焚きする追い焚き熱交換器７とが備えられている。
【０００４】
一方、給湯機構２は、給湯熱交換器８を備え、給湯熱交換器８の入側には給水管１０が接
続され、給湯熱交換器８の出側には給湯通路１１が接続されている。前記給水管１０には
給水流量を検出する流量センサ１２が設けられており、給湯通路１１には給湯水量を制御
する水量制御弁１３が設けられ、通路１１の先端側には給湯栓３５が設けられている。
【０００５】
前記給湯通路１１と追い焚き循環通路５は湯張り用の注湯通路１４によって連通接続され
ており、この注湯通路１４にホッパー装置３が設けられている。
【０００６】
ホッパー装置３は、注湯制御弁として機能する注湯電磁弁１５と、縁切り弁１６と、排水
タンク１７と、負圧閉止弁１８と、逆止弁２０，２１と、縁切り排水弁として機能する排
水電磁弁２２とを有して構成されている。
【０００７】
注湯電磁弁１５は注湯通路１４の上流側位置、つまり、給湯通路１１側寄りに設けられて
おり、この注湯電磁弁１５の下流側に縁切り弁１６が設けられている。この縁切り弁１６
は、注湯電磁弁１５が開けられて湯張りが行われるときに、湯張りの水圧によって弁２４
が弁孔２５を閉鎖し、湯張りの停止時に、ばね２６の付勢力によって弁孔２５を開放する
構成となっている。
【０００８】
縁切り弁１６の下流側には負圧閉止弁１８が設けられ、さらに負圧閉止弁１８の下流側に
逆止弁２０が設けられている。負圧閉止弁１８は、常時は、ばね１９の付勢力によって弁
を閉じ、外部から空気が注湯通路１４内に入り込むのを防止する機能を有している。逆止
弁２０は追い焚き循環通路５側の汚水が給湯通路１１側に逆流するのを防止する。逆止弁
２０の下流側の注湯通路１４には浴槽４の水位を水圧によって検出する水位センサとして
機能する圧力センサ２７が連通接続されている。
【０００９】
前記縁切り弁１６の下方側には前記注湯電磁弁１５の開閉時に排水される水を収容する排
水タンク１７が設けられている。この排水タンク１７内は縁切り弁１６の弁孔２５に通じ
ている。排水タンク１７内には排水タンク１７に収容される水の水位がオーバーフロー水
位を越えたときに、この水を排水タンク１７の上部側から器具の外部に排出するための、
溢れ水排出通路としてのオーバーフロー管２９が、タンク底面側から挿入装着されて器具
外部に連通して設けられており、排水タンク１７内の水位がオーバーフロー管２９の上端
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を越えたとき、オーバーフローの水がオーバーフロー管２９から外に排出されるようにな
っている。
【００１０】
排水タンク１７の底面側には排水通路２８の入口側が接続されており、排水通路の出口側
は追い焚き循環通路５の浴槽４と循環ポンプ６の吸込側との間の通路部位に接続されてい
る。この通路接続部３０と循環ポンプ６の吸込口間の通路はポンプ側循環通路３１となっ
ており、浴槽４の循環湯水戻り口から前記通路接続部３０に至る区間は浴槽側循環通路３
２となっている。
【００１１】
前記排水通路２８には、排水タンク１７側寄りに逆止弁２１が設けられ、この逆止弁２１
の下流側に排水電磁弁２２が設けられている。また、前記浴槽側循環通路３２にはポンプ
側循環通路３１を浴槽側循環通路３２と前記排水通路２８とに選択的に切り換え接続する
通路切り換え手段としての二方弁３３が設けられている。図５の（ａ）の二方弁３３の動
作状態は、ポンプ側循環通路３１と浴槽側循環通路３２が連通接続されている状態を示し
、同図の（ｂ）は、浴槽側循環通路３２が閉止されて、ポンプ側循環通路３１と排水通路
２８とが連通接続された状態を示している。
【００１２】
この種のホッパー装置付自動風呂釜には制御装置３４が設けられており、この制御装置３
４により、給湯機構２の給湯運転と、追い焚き機構１の追い焚き運転と、湯張りの運転が
制御されている。
【００１３】
給湯機構２の運転制御では、給湯栓３５が開けられて流量センサ１２が流量検出を開始す
ることで、給湯熱交換器８の加熱駆動が行われ、給湯熱交換器８に入り込む水を加熱して
設定温度の湯を作り出し、この湯を給湯通路１１を通して台所等の所望の給湯場所に導き
、出湯が行われるものである。
【００１４】
また、湯張りの運転制御は、注湯制御部（図５には図示せず）により行われるようになっ
ており、注湯電磁弁１５を開けることにより、給湯機構２側で作り出される湯が給湯通路
から注湯通路１４を通って追い焚き循環通路５に入り込み、この追い焚き循環通路５から
浴槽４内に湯が落とし込まれる。この湯張り時には、通水水圧により、縁切り弁１６が閉
止状態となり、湯張りの湯は排水タンク１７側に入り込むことなく注湯通路１４を通って
浴槽に落とし込まれる。浴槽４の水位は圧力センサ２７により検出され、圧力センサ２７
により、設定水位に達したことが検出されたときに、注湯電磁弁１５を閉じて湯張りを停
止する。この湯張り停止により、縁切り弁１６の弁２４にかかる弁閉止方向の水圧が低減
することで、ばね２６の開弁方向の付勢力が打ち勝って縁切り弁１６が開けられ、給湯通
路１１側と追い焚き循環通路５側との縁切りが達成され、浴槽４側の汚水が給湯通路１１
側に入り込むのが防止される。
【００１５】
前記縁切り弁１６が開けられると、この縁切り弁１６よりも上位側かつ注湯電磁弁１５よ
り下位側にある注湯通路１４内の湯水は弁孔２５から排水タンク１７内に排水される。
【００１６】
また、この種の自動風呂釜では、湯張りの終了時に、制御装置３４の運転制御は、自動的
に湯張りモードからホッパー排水制御モードに切り換わり、排水タンク１７内に入り込ん
だ湯水の排水（ホッパー排水動作）が、例えば図６に示すようなフローチャートに基づい
て行われる。
【００１７】
まず、ステップ１００　で、注湯電磁弁１５が閉じられて湯張りが終了したときに、湯張
りモードからホッパー排水制御モードに切り換わり、ステップ１０１　で二方弁３３が図
５の（ａ）の状態から同図の（ｂ）の状態になり、ポンプ側循環通路３１が排水通路２８
側に切り換わり、浴槽側循環通路３２は閉止状態となる。
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【００１８】
次に、ステップ１０２　で排水電磁弁２２が開けられ、ステップ１０３　で循環ポンプ６
が起動される。そうすると、排水タンク１７内に溜まっている湯水は、排水通路２８から
ポンプ循環通路３１に入り込み、循環ポンプ６を介して追い焚き循環通路５の順方向の経
路、つまり、循環ポンプ６から追い焚き熱交換器７を通り、浴槽４内に排水される。
【００１９】
ステップ１０４　では循環ポンプ６が起動してから所定時間、例えば１０秒経過したか否
かを判断する。所定時間が経過しない間は引き続き循環ポンプ６を駆動して排水タンク１
７内の水の排水を行い、所定時間が経過したときに、ステップ１０５　で排水電磁弁２２
を閉じ、ステップ１０６　で循環ポンプ６を停止し、ステップ１０７　で二方弁３３を図
５の（ａ）の状態に切り換え、ポンプ循環通路３１と浴槽側循環通路３２を連通接続して
ホッパー排水制御モードの排水動作を終了する。
【００２０】
なお、従来のホッパー装置付自動風呂釜には、図４に示すように、排水タンク１７の底面
側から上方にガイドロッド３６を植設し、このガイドロッド３６にフロート３７を摺動移
動自在に装着し、排水タンク１７の側壁には予め与えられる上限水位レベルを検出する水
位スイッチ３８を設け、水位スイッチ３８が上限水位レベルのタンク水位を検出したとき
、メインのシーケンスに割り込んでサブルーチンであるホッパー排水制御モードになって
、一定時間循環ポンプ６を駆動して排水タンク１７内の水を排水する構成の器具も知られ
ている。なお、水位スイッチはガイドロッド内に埋め込まれている場合もある。
【００２１】
また、最近では、図３に示すように、排水タンク１７の側壁の、予め与えられる上限水位
レベルの検出位置に上側水位スイッチ４０を設け、また、予め与えられる下限水位レベル
の検出位置に下側水位スイッチ５０を設け、これらの水位スイッチ４０，５０によって排
水タンク１７内の上限水位レベルと下限水位レベルの両方を検出可能な構成としたホッパ
ー装置付自動風呂釜を本出願人が提案している（未公開）。この提案の自動風呂釜は、排
水タンク１７に収容される水の水位が上限水位レベルに達したことを上側水位スイッチ４
０により検出したときに、サブルーチンであるホッパー排水制御モードとなり、循環ポン
プ６をオン駆動して前記ホッパー排水動作を開始し、排水タンク１７の水の水位が下限水
位レベルに達したことを下側水位スイッチ５０により検出したときには、循環ポンプ６が
オフされてホッパー排水動作を終了する。
【００２２】
以上のようなホッパー装置付自動風呂釜によれば、例えば、自動風呂釜の器具を家庭の１
階の室に設置し、浴槽４を２階の室に設置するような施工形態とした場合においても、湯
張りの完了時には、縁切り弁１６が開けられることで、浴槽４側と給湯通路１１側との縁
切りが達成され、浴槽側の汚水が給湯通路１１側に逆流して混入するという不具合を確実
に解消し、衛生面の安全を確保している。
【００２３】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、図４，５に示した従来の器具は、例えば、排水タンク１７内の水を循環ポ
ンプ６を排水する時間を、一定の時間（例えば１０秒）　に設定（限定）して行うように
していることから、この時間を余裕をもった時間に設定してホッパー排水動作を行うと、
排水動作を終了したときには、排水タンク１７内の水が完全に排水されて空の状態になり
、オーバーフロー管２９側から排水タンク１７内に導入される空気が追い焚き循環通路５
内に入り込んでしまう。そうなると、圧力センサ２７による浴槽４の水位検出ができなく
なってしまい、圧力センサ２７の検出水位に基づいて行われる湯張り運転動作を的確に行
うことができなくなってしまうために、非常に問題であった。
【００２４】
また、必ずしも注湯電磁弁１５の閉のタイミングに落ちる水により水位スイッチ３８が動
作するとは限らず、次の動作のポンプＯＮ時に振動等により水位スイッチ３８が入ること
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により、メインのシーケンスの途中に割り込んで排水動作が入る。この割り込みがいつ行
われるかが分からないため、これが圧力センサ２７による検圧の前に行われると、特に問
題であった。
【００２５】
また、図３に示した提案の器具においては、排水タンク１７内の水の水位が前記下限水位
レベルに達したときに循環ポンプ６がオフとされ、ホッパー排水動作が終了することから
、従来の器具のように、排水動作を終了したときに排水タンク１７内の水が完全に排水さ
れて空の状態になることはないが、循環ポンプ６がオフとされてから循環ポンプ６の駆動
が完全に停止するまでの間には、どうしても遅れが生じるために、このとき、オーバーフ
ロー管２９側から排水タンク１７内に導入される空気が追い焚き循環通路５内に入り込ん
でしまう。そうすると、上記と同様に、圧力センサ２７による浴槽４の水位検出ができな
くなって、それにより、湯張り運転動作を的確に行うことができなくなってしまうといっ
た問題があった。
【００２６】
本発明は上記課題を解決するためになされたものであり、その目的は、ホッパー排水動作
時に追い焚き循環通路５内に混入する空気によって、浴槽水位の検出が困難になるという
問題が生じることのないホッパー装置付自動風呂器具を提供することにある。
【００２８】

発明は、
浴槽の湯水を循環させて追い焚きを行う循環ポンプ組み込みの追い焚き循環通路と、給湯
熱交換器の出側に接続される給湯通路とが注湯通路を介して接続され、注湯通路には、注
湯制御弁と、該注湯制御弁よりも下流側の縁切り弁とが設けられ、縁切り弁の下方側には
前記注湯制御弁の開閉時に排水される水を収容する排水タンクが設けられ、この排水タン
クには該排水タンクに収容される水の水位がオーバーフロー水位を越えたときに、この水
を排水タンクから排出するための溢れ水排出通路が設けられており、また、排水タンクは
前記循環ポンプの上流側位置において追い焚き循環通路に縁切り排水弁組み込みの排水通
路を介して接続され、追い焚き循環通路の浴槽戻り口からこの排水通路の通路接続部に至
る浴槽側循環通路と、前記排水通路とを前記通路接続部から循環ポンプに至るポンプ側循
環通路へ選択的に切り換える通路切り換え手段が設けられており、ホッパー排水制御モー
ドの動作指令によって、ポンプ側循環通路を排水通路に切り換え、縁切り排水弁を開け、
循環ポンプを起動して、排水タンク内の水を追い焚き循環路を順方向に通して浴槽に排出
するホッパー排水動作の制御部を備えたホッパー装置付自動風呂器具において、前記ホッ
パー排水制御モードの動作は、前記注湯制御弁を開いて給湯熱交換器の湯を前記注湯通路
から追い焚き循環通路を通して浴槽への湯張りを行う湯張りの運転の終了時と、前記排水
タンクの水位が予め定めた上限水位レベルに達したときとの少なくとも一方時にホッパー
排水制御モードの動作指令によって行われる構成と成し、前記ホッパー排水制御モードの
動作指令によって行われる前記ホッパー排水動作の終了後に注湯制御弁を開け、前記給湯
熱交換器の出側から出湯される湯水を前記注湯通路を介して追い焚き循環通路に通して浴
槽に注湯することにより、前記ホッパー排水動作時に前記追い焚き循環通路内に混入した
空気を浴槽側に吐き出して該追い焚き循環通路内の空気を除去するエア抜き動作制御部を
設けたことを特徴として構成されている。
【００２９】
【作用】
上記構成の本発明において、ホッパー排水制御モードでの動作指令によって、通路切り換
え手段により、排水通路側がポンプ側循環通路に切り換えられ、縁切り排水弁が開けられ
、循環ポンプが起動することで、排水タンク内の水は排水通路からポンプ側循環通路に入
り込み、追い焚き循環通路を順方向に通って浴槽へ排出するホッパー排水動作が行われる
。このホッパー排水動作時に、例えば溢れ水排水通路から排水タンク内に空気が導入され
て、追い焚き循環通路内に混入するが、本発明においては、ホッパー排水動作の終了後に
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【課題を解決するための手段】
本発明は上記目的を達成するために、次のように構成されている。すなわち、本



、エア抜き動作制御部によって

追い焚き循環通路内に混入した空気は浴槽側に吐き出されて除去される。
【００３０】
【実施例】
以下、本発明の実施例を図面に基づいて説明する。なお、本実施例の説明において、従来
例と同一の名称部分には同一符号を付し、その重複説明は省略する。本実施例のホッパー
装置付自動風呂器具は、図３～５に示したような様々なタイプのホッパー装置付自動風呂
釜を対象にしており、本実施例の特徴的なことは、ホッパー排水動作の終了時にオーバー
フロー管２９を介して器具外部から排水タンク１７内に導入されて追い焚き循環通路５内
に混入した空気を除去する特有な回路を構成したことである。

例においては、
図１に示されるように構成されており、ホッパー排水動作終了検知部４１、ポンプエア抜
き動作指令部４３、タイマ４５、ポンプ駆動制御部４４を有して構成されている。
【００３１】
ホッパー排水動作終了検知部４１は、ホッパー排水制御モードによって行われるホッパー
排水動作の終了を検知するものであり、排水電磁弁２２、循環ポンプ６が共にオフとされ
て、二方弁３３が、例えば図５の（ａ）の状態に切り換えられたときにホッパー排水動作
が終了したと判断し、ホッパー排水終了検知信号をポンプエア抜き動作指令部４３に加え
る。
【００３２】
ポンプエア抜き動作指令部４３は、ホッパー排水動作の終了後に、追い焚き循環通路５内
の空気を除去するためのエア抜き動作を制御するエア抜き動作制御部として機能するもの
である。このエア抜き動作は、循環ポンプ６を駆動させることにより、追い焚き循環通路
５を通して浴槽湯水を循環させ、それにより、ホッパー排水動作時に、オーバーフロー管
２９を介して器具外部から排水タンク１７内に導入され、追い焚き循環通路５に混入した
空気を浴槽４側に吐き出して、追い焚き循環通路５内の空気を除去する動作である。
【００３３】
具体的には、ポンプエア抜き動作指令部４３は、ホッパー排水動作終了検知部４１から加
えられるホッパー排水終了検知信号を受けたときに、ポンプ駆動制御部４４にポンプ駆動
開始信号を加え、このとき、タイマ４５を作動させる。そして、タイマ４５に予め設定さ
れているエア抜き動作制御時間（ポンプ駆動制御時間）が終了したときに、ポンプ駆動終
了信号をポンプ駆動制御部４４に加える。
【００３４】
ポンプ駆動制御部４４は、ポンプエア抜き動作指令部４３から加えられるポンプ駆動開始
信号を受けて、循環ポンプ６の駆動を開始させ、また、ポンプエア抜き動作指令部４３か
らポンプ駆動終了信号が加えられたときに、循環ポンプ６の駆動を終了させる。
【００３５】

例は以上のように構成されており、給湯機構２の給湯運転と、追い焚き機構１の追い
焚き運転と、湯張りの運転が、制御装置３４の制御により、それぞれ行われる。また、湯
張りの終了時には、ホッパー排水制御モードによるホッパー排水動作が行われるが、
例では、このホッパー排水動作の終了時に、ホッパー排水動作終了検知部４１によってホ
ッパー排水動作の終了が検知されたときに、ポンプエア抜き動作指令部４３の指令がポン
プ駆動制御部に加えられ、循環ポンプ６の駆動が開始される。そして、この循環ポンプ６
の駆動は、タイマ４５に予め設定されているポンプエア抜き動作時間の間行われることに
なり、循環ポンプ６の駆動により、追い焚き循環通路５を通して浴槽湯水が循環されるこ
とにより、前記ホッパー排水動作時に、オーバーフロー管２９を介して器具外部から排水
タンク１７内に導入されて追い焚き循環通路５に混入した空気が、浴槽４側に吐き出され
、それにより、追い焚き循環通路５内の空気が除去される。
【００３６】
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注湯制御弁を開け、給湯熱交換器の出側から出湯される湯
水を注湯通路を介して追い焚き循環通路に通して浴槽に注湯することにより、前記ホッパ
ー排水動作時に

この特有な本実施例の構成
を説明する前に本発明を説明するための参考例を先ず説明する。この参考

参考

参考



例によれば、ホッパー排水動作時にオーバーフロー管２９側から排水タンク１７内に
導入される空気が追い焚き循環通路５内に入り込んでも、上記エア抜き動作によって、そ
の空気が浴槽４側に吐き出されて除去されるために、追い焚き循環通路５内に混入した空
気の影響により、圧力センサ２７による浴槽４の水位検出ができなくなるいことはなく、
圧力センサ２７の検出水位に基づいて行われる湯張り運転動作を的確に行うことができる
。
【００３７】
次に、本発明のホッパー装置付自動風呂器具 施例 いて説明する。本実施例
が上記 例と異なる特徴的なことは、ポンプエア抜き動作指令部４３の代わりに、エア
抜き動作指令部４８を設けたことである。
【００３８】
このエア抜き動作指令部４８は、ホッパー排水動作の終了後に、注湯制御部４６に注湯制
御指令を加えることによって、注湯電磁弁１５を開けて給湯熱交換器８の出側から出湯さ
れる湯水を注湯通路１４を介し、追い焚き循環通路５に通して浴槽４に注湯させるように
なっている。
【００３９】
浴槽湯水が追い焚き循環通路５の浴槽４への接続口以下のときには、循環ポンプ６を駆動
させたときに、浴槽４側から追い焚き循環通路５側に空気が混入する場合も考えられるが
、本実施例では、前記ホッパー排水動作の終了後に注湯動作を行うことにより追い焚き循
環通路５の空気を除去できるようにしている。
【００４０】
本実施例も上記エア抜き動作により、ホッパー排水動作時に追い焚き循環通路５に混入し
た空気を除去することができるために、追い焚き循環通路５内に入り込んだ空気によって
圧力センサ２７による水位検出ができなくなることを防ぐことが可能となり、圧力センサ
２７の検出水位に基づいて的確に湯張り運転動作を行うことができる。
【００４１】
なお、本発明は上記実施例に限定されることはなく、様々な実施の態様を採り得る。例え
ば、上記実施例では、ホッパー排水動作は、湯張りの終了時に行うか、図３，４に示した
ように、排水タンク１７の水位が上限水位レベルに達したときに行われるホッパー装置付
自動風呂釜としたが、本発明は、例えば、自動風呂釜を一定期間使用したときにホッパー
排水動作が行われるものについても適用されるものである。
【００４２】
また、上記実施例では、通路切り換え手段を二方弁３３によって構成したが、この二方弁
３３の代わりに、三方弁を用いて構成してもよい。この場合には、三方弁を排水通路２８
と追い焚き循環通路５との通路接続部３０に設けることとなる。
【００４３】
【発明の効果】
本発明によれば、ホッパー排水動作時に、溢れ水排水通路を介して器具外部から排水タン
ク内に導入されて追い焚き循環通路内に空気が混入しても、ホッパー排水動作の終了後に
、エア抜き動作制御部によって 気を浴槽側に吐き出して追い焚き循環通路内の空気を
除去するエア抜き動作を行うようにしたために、前記ホッパー排水動作時に追い焚き循環
通路内に入り込んだ空気によって浴槽水位の検出が困難になる、という従来の問題がなく
なり、信頼性の高い自動風呂器具とすることができる。
【００４４】
また、エア抜き動作制御部によるエア抜き動作は、浴槽湯水の循環動作の後に、注湯制御
弁を開けて給湯熱交換器の出側から出湯される湯水を注湯通路を介し、追い焚き循環通路
に通して浴槽に注湯することにより行う構成とした 、追い焚き循環通路内の空気を除
去する動作をより確実に行うことが可能となり、より信頼性の高い自動風呂器具とするこ
とができる。
【図面の簡単な説明】
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【図１】 発明 例の要部構成を示すブロック図である。
【図２】 発明に係るホッパー装置付自動風呂器具 施例の要部構成を示すブロック図
である。
【図３】本出願人が以前に提案したホッパー装置付自動風呂釜の説明図である。
【図４】ホッパー装置に装備される排水タンクの上限水位レベルの検出手段が設けられて
いる従来のホッパー装置付自動風呂釜の説明図である。
【図５】従来の一般的なホッパー装置付自動風呂釜のシステム構成図である。
【図６】図５に示す装置のホッパー排水動作の一例を示すフローチャートである。
【符号の説明】
５　追い焚き循環管路
６　循環ポンプ
１６　縁切り弁
１７　　排水タンク
２２　排水電磁弁
２８　排水通路
３３　二方弁
４１　ホッパー排水動作終了検知部
４３　ポンプエア抜き動作指令部
４４　ポンプ駆動制御部
４６　注湯制御部
４８　エア抜き動作指令部
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【 図 ４ 】 【 図 ５ 】

【 図 ６ 】
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